
日時 ： 2011年10月1日（土）

13：00～17：30（開場12：30）

会場 ： 東京慈恵会医科大学西新橋校

大学1号館3階講堂

※翌10月2日には第31回日本性科学学会が開催されます。

第31回日本性科学学会に関しては裏面をご覧ください。

「災害とジェンダー、セクシュアリティ」
特別講演

震災復興にジェンダー・多様性の視点を 東日本大震災女性支援ネットワーク

女性の安全と健康のための支援教育センター 丹羽 雅代

講演
■座長：花村 温子

震災における生と性を守る意味とは 東京医療保健大学医療保健学部看護学科 渡會 睦子

“大震災” 地震・津波・原発事故とセクシュアルヘルス 村口きよ女性クリニック 村口 喜代

■座長：池上千寿子

災害とジェンダー 東京歯科大学市川総合病院産婦人科 小川真里子

災害時におけるリプロダクティブヘルスの国際支援 „社‟日本家族計画協会 小長井春雄

ワクチンの基礎知識：災害と性行為感染症に関連して 順天堂大学医学部総合診療科 内藤 俊夫

参加方法：直接会場にお越しください。

参加費は当日お支払いください。

（社会人学生は一般と同額）

参加費：

第13回性科学セミナー（10月1日） 3000円（学生1000円）

第31回日本性科学学会（10月2日）5000円（学生1000円）

性科学セミナー＋日本性科学学会

（2日間） 7000円（学生2000円）

合同懇親会（10月1日：裏面参照） 4000円

JR新橋駅烏森口より徒歩約15分、タクシー約5分

都営地下鉄三田線御成門駅より徒歩約5分

日本性科学連合„JFS‟
„財‟日本性教育協会、„社‟日本家族計画協会、日本性科学会、日本思春期学会、

日本性機能学会、日本性感染症学会、„財‟性の健康医学財団

第13回 性科学セミナー

日本性科学連合（JFS）事務局
〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-25-11 九段中央ビル602号室 ㈱パピルス内

TEL：080-1242-5025／FAX：03-5215-7004／E-mail：info@jfs1996.jp／URL：http://www.jfs1996.jp



〒182-8570 東京都調布市国領町8-3-1 東京慈恵会医科大学医学部看護学科母性看護学領域
[電話] 03-3480-1151(内線2751)           [FAX] 03-3480-4739 
[e-メール] jsss2011@email.plala.or.jp   [Webページ] http://jsss2011.plala.jp

10月2日（日）

「性の健康を未来につなぐ」
2011年10月2日(日)9:00～16:30

東京慈恵会医科大学西新橋校 大学1号館３階・５階講堂

〒105-8461 東京都港区西新橋3-25-8［電話]03-3433-1111(代)                                

第３１回 日本性科学学会学術集会
会長 茅島江子 （東京慈恵会医科大学医学部看護学科教授）

特別講演Ⅰ ：環境因子と子どもの健康 千葉大学大学院教授 森 千里

特別講演Ⅱ ：人権とセクシュアリティ 自治医科大学名誉教授 高村寿子

－ 日本とラテン社会のピアカウンセリング活動を通して －

会長講演 ：性の健康と看護 東京慈恵会医科大学医学部看護学科教授 茅島江子

シンポジウムⅠ：看護における性の健康支援
慢性疾患患者のセクシュアリティと看護 千葉県立保健医療大学准教授 大谷眞千子

女性脊髄障害者のセクシュアリティと看護 国立身体障害者リハビリテーションセンタ－看護師 道木恭子

不妊症患者のセクシュアリティと看護 聖路加看護大学教授 森 明子

がん患者のセクシュアリティと看護 昭和大学医学部乳腺外科講座特別研究生 渡邊知映

シンポジウムⅡ ： 性暴力・性犯罪とその対応

性暴力被害を受けた女性の支援 すぺーすアライズ室長 麻鳥澄江

医療現場における性暴力被害者への支援 まつしま病院院長 佐々木静子

性犯罪加害者への治療 はりまメンタルクリニック院長 針間克己

性犯罪加害者へのカウンセリングの実際 東京大学大学院教育学研究科専任講師 石丸径一郎

一般演題

参加費：日本性科学学会 5,000円（学生1,000円） / 性科学セミナー 3,000円（学生1,000円）
日本性科学学会＋性科学セミナー（２日間）7,000円（学生2,000円）

合同懇親会（日本性科学学会・性科学セミナー）参加費：4,000円
新橋愛宕山東急イン 2011年10月1日（土）性科学セミナー終了後


